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蕊諏宮第47次発掘調査現地更学会資料

1986年 4月19日 奈良国立文化財研究所飛烏藤原宮跡発掘調査部

目 的：当調査部顔建設に伴う章前調査

調査地：粗原市木之本町宮脇

調査期問： 1985年12月～継続中

条坊位置：藍原京左京六条三坊東北埒

調査面積：約250071!

（周辺の調査第絡次調査区面積：約3000戒、第46次調査区面積：約6000祉）

検出した還構 7世紀後半から室町時代に至る様々な時期の還構を検出したが、ここ

＜＇ 

＜， 

図1 推定条坊と検出遣諄詞條図
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